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１　題　　材　　分数のわり算
２　指導計画（総時数８時間）

３　本　　時（２／８）

　⑴　目標
　（分数）÷（分数）の計算の仕方を図や既習事項を基に考え，計算の仕方を理解することがで
きるようにする。

　⑵　評価規準
　　　（分数）÷（分数）の計算の仕方を，図や既習事項を基に考え，説明している。

【数学的な考え方】

　⑶　指導に当たって
　｢ つかむ ｣ 段階では，前時の学習課題を再度立式させ，本時の学習が（分数）÷（分数）の計
算の方法を考える学習であることを確認する。そして，既習のわり算と比較することで，学習問
題の焦点化を図る。
　｢ 見通す」段階では，既習事項や前時までのノートを振り返り，既習事項から使えそうな方法
や考え方に気付かせるようにし，解決の見通しをもつことができるようにする。
　｢ 見つける ｣ 段階では，これまでに学習したことを活用したり，図や数直線を用いたりして考
えることに対して価値付ける称賛を行いながら個別指導を行っていく。その後，グループでお互
いの考えを交流することで，自分の考えを深めたり広げたりして，考えを再構築する活動に生か
すことができるようにする。
　｢ 磨き合う ｣ 段階では，グループ学習でまとめられた考えや意見を比較して共通点を見付け，
一般化を図ることができるようにしていく。その際，言葉や式だけでなく，図や数直線と関連付
けながら説明を行い，（分数）÷（分数）の計算の方法や意味を理解することができるようにする。
　｢ 振り返る」段階では，学習したことが成り立つかどうかを確かめたり，定着させたりするた
めに適用問題に取り組むことができるようにする。

授業Ⅱ

６年２組　32名　指導者　　柳　崎　鉄　兵

算数科学習指導略案

　本授業では，以下の検証を行うものである。
○  既習事項と比較する活動は，子どもが問題解決のために必要な数学的な考え方に気付き，そ

れを活用する手立てとして有効であったか。
○　協同的な ｢ 学び合い ｣ は，子どもがわる数の逆数をかけるという（分数）÷（分数）の数理

的な処理の良さに気付く手立てとして有効であったか。
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　⑷　本時の展開　　　　　　（　）子どもの意識　　　　　 指導の手立て　　　※　評価
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